
震災瓦礫震災瓦礫震災瓦礫震災瓦礫（（（（がれきがれきがれきがれき））））のののの受受受受けけけけ入入入入れってれってれってれって何何何何がががが問題問題問題問題？？？？    

■■■■瓦礫瓦礫瓦礫瓦礫のののの放射性放射性放射性放射性    ⇒⇒⇒⇒国は、震災によって発生した瓦礫を、全国の自治体に分担させて、一般の焼却炉で焼却、埋め立て処分（＝震災瓦礫震災瓦礫震災瓦礫震災瓦礫のののの広域処理広域処理広域処理広域処理）をし

ようとしています。しかし、福島第一原発事故により、東北関東の広大な地域に放射性物質が飛散し、瓦礫の上にも降りかかりました。広域処理は、主に岩手

県と宮城県の瓦礫が対象ですが、両県の震災瓦礫ともに放射性物質が付着していることは、大阪府の「災害廃棄物の処理指針に係る検討会議」の議事録

にも東京都環境局の公式資料にも明記されています。例えば、受け入れを表明している大阪府では、瓦礫に放射性物質が付着していることを踏まえ、検討会

議で瓦礫処理に伴う府民の被曝量が細かく試算されています。東京都は既に岩手県、宮城県と震災瓦礫処理の協定を結び、都内の焼却炉で焼却、東京

湾に埋め立てることを開始しています。全国では、住民の安全確保、国の基準が不明確、放射性物質に対処できる設備がないこと等を理由に、安易な受け

入れができないことを表明している県や市町村も多くあります。 

■■■■焼却炉焼却炉焼却炉焼却炉からのからのからのからの放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質のののの飛散飛散飛散飛散    ⇒⇒⇒⇒焼却炉は、環境に有害物質等を出さないよう、焼却時に出る排ガスを処理して排出しています。代表的な処理設備と

して、集塵効率が良いとされている「バグフィルター」、それより劣るとされている「電気集塵機」等があります。しかし細かすぎる粒子や気体まで捕獲できないので、

瓦礫を燃やすとき、キャッチできない放射性物質が飛散する可能性が高いのです。関東では、神戸大学大学院山内知也教授により、東京都江東区にある

バグフィルターを備えた焼却炉「東部スラッジプラント（汚泥焼却施設）」周辺での放射性物質の飛散と周囲の高濃度土壌汚染が報告され、焼却炉が二次汚

染原になっている可能性が指摘されています。電気集塵機から放射性物質が飛散することは環境省も認めています。瓦礫焼却時の最大の問題は、焼却炉焼却炉焼却炉焼却炉

からからからから飛散飛散飛散飛散したしたしたした放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質によるによるによるによる周辺住民周辺住民周辺住民周辺住民のののの内部被曝内部被曝内部被曝内部被曝です。体の外からの被曝（外部被曝）に対して、内部被曝は、呼吸や経口で体内に取り込まれ臓器に

蓄積した放射性物質の放射線放射線放射線放射線をををを内内内内からからからから浴浴浴浴びびびび続続続続けるのでけるのでけるのでけるので、、、、微量微量微量微量でもでもでもでも大変危険大変危険大変危険大変危険と言われています。その結果、癌や遺伝子障害だけではなく、免疫異常や心臓

循環器疾患等を始めとする様々な疾患が引き起こされます（※）。特に肺の排出能力は乏しいので、呼吸呼吸呼吸呼吸からのからのからのからの放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質のののの取取取取りりりり込込込込みはみはみはみは極極極極めてめてめてめて危険危険危険危険でありでありでありであり、、、、

被被被被曝曝曝曝のののの影響影響影響影響がががが大大大大きいきいきいきい幼児幼児幼児幼児やややや妊婦妊婦妊婦妊婦はははは極力避極力避極力避極力避けなければなりませんけなければなりませんけなければなりませんけなければなりません。。。。土壌が汚染されると、そこから雨水の流れに沿って汚染が移動したり、食物連鎖を通じて生

態濃縮が起こったりします。汚染された焼却炉のメンテナンスや焼却場からの汚染排水、ガレキ搬入や焼却灰搬出時の放射性物質の漏洩、作業員の被曝も

大きな問題です。（※岐阜環境医学研究所所長 松井英介氏によるふくしま集団疎開裁判の意見書より） 

■■■■リサイクルのリサイクルのリサイクルのリサイクルの問題問題問題問題    ⇒⇒⇒⇒国国国国はははは事故後事故後事故後事故後、、、、福島第一原発福島第一原発福島第一原発福島第一原発からからからからのののの放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質でででで汚染汚染汚染汚染されたされたされたされた瓦礫瓦礫瓦礫瓦礫やややや焼却灰焼却灰焼却灰焼却灰でもでもでもでも再利用再利用再利用再利用可能可能可能可能なななな方針方針方針方針をををを出出出出していますしていますしていますしています。。。。（※例 ●平成２

３年６月⇒放射性セシウム２００Bq/Kg 以下の焼却灰はセメントに再利用可能な方針/放射性セシウム２００Bq/Kg 以下の汚泥や汚泥焼却灰は肥料として利用

可能な方針 ●平成２３年１１月⇒放射性セシウム１００Bq/Kg 以下の瓦礫は再利用可能な指針）。このためこのためこのためこのため、、、、知知知知らないらないらないらない間間間間にににに身近身近身近身近なものからなものからなものからなものから被曝被曝被曝被曝するするするする危険危険危険危険がががが高高高高

まっていますまっていますまっていますまっています。千葉県では平成２３年１１月、汚染焼却灰をセメントに加工していた民間の会社「市原エコセメント」が、セシウム濃度の基準値の１５倍の排水

（排ガス処理装置の洗浄排水 約１,１0０Bq/Kg 一日３００トンを東京湾に放流）を続けていたことが発覚し、県からの要請で操業停止措置になっています。 

■■■■埋立地埋立地埋立地埋立地はははは放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質のののの「「「「総量総量総量総量」」」」がががが集集集集まるまるまるまる    ⇒⇒⇒⇒廃棄物を焼却してできる焼却灰と不燃ゴミは、最終処分場（＝埋立地）に埋め立てられます。原発事故後、国

は、１１１１KgKgKgKg あたりのあたりのあたりのあたりの放射性放射性放射性放射性セシウムがセシウムがセシウムがセシウムが８０００８０００８０００８０００ベクレルベクレルベクレルベクレル以下以下以下以下のののの焼却焼却焼却焼却灰灰灰灰はははは、、、、一般一般一般一般のののの最終処分場最終処分場最終処分場最終処分場にそのままにそのままにそのままにそのまま埋埋埋埋めめめめ立立立立ててよいててよいててよいててよいという方針を出しました（事故前の土壌の平

均値は、核実験の影響はあるものの、セシウム１３７で１１１１KgKgKgKg あたりあたりあたりあたり００００．．．．１１１１ベクレルベクレルベクレルベクレル程度）。焼却灰のうち、焼却炉の底に溜まる灰を「主灰」、集塵器に溜まる灰を「飛

灰」といいます。仮仮仮仮にににに廃棄物廃棄物廃棄物廃棄物のののの放射性物質濃度放射性物質濃度放射性物質濃度放射性物質濃度がががが低低低低くてもくてもくてもくても、、、、焼却焼却焼却焼却するとするとするとすると圧縮圧縮圧縮圧縮されるのでされるのでされるのでされるので、、、、焼却灰焼却灰焼却灰焼却灰のののの濃度濃度濃度濃度はははは高高高高くなりますくなりますくなりますくなります。。。。飛灰飛灰飛灰飛灰のののの濃縮率濃縮率濃縮率濃縮率はははは特特特特にににに高高高高くくくく、、、、放射性放射性放射性放射性セシセシセシセシ

ウムでウムでウムでウムで約約約約３０３０３０３０～～～～５５５５００００倍倍倍倍になりますになりますになりますになります（例：<東京都公式発表>９月２３日江戸川清掃工場の飛灰 放射性セシウム濃度１万３千 Bq/Kg ）。濃縮濃縮濃縮濃縮されたされたされたされた汚染焼却灰汚染焼却灰汚染焼却灰汚染焼却灰がががが

埋埋埋埋めめめめ立立立立てられるてられるてられるてられる場所場所場所場所はははは、、、、高濃度高濃度高濃度高濃度のののの汚染地帯汚染地帯汚染地帯汚染地帯になりますになりますになりますになります。。。。海面埋立地は、仕切られた海水面にゴミや灰を投入していますが、降雨や廃棄物投棄に伴い上昇す

る海面から汚水汚水汚水汚水がががが溢溢溢溢れないようれないようれないようれないよう、、、、処理施設処理施設処理施設処理施設をををを通通通通してしてしてして海海海海にににに放流放流放流放流していますしていますしていますしています。内陸の埋立地は、雨水などが埋め立て地のごみの中を通って浸出してきた汚水汚水汚水汚水がががが溢溢溢溢

れないようれないようれないようれないよう処理処理処理処理しししし、、、、処分場処分場処分場処分場にににに面面面面するするするする川川川川やややや下水下水下水下水にににに放流放流放流放流していますしていますしていますしています。しかし汚水の処理設備は放射性物質には対応できません。特特特特にににに放射性放射性放射性放射性セシウムはセシウムはセシウムはセシウムは水水水水にににに溶溶溶溶けけけけ

やすいやすいやすいやすい性質性質性質性質をもつのでをもつのでをもつのでをもつので、、、、排水排水排水排水にににに混混混混じってじってじってじって環境環境環境環境にににに流出流出流出流出しますしますしますします。。。。実際に、汚染灰を埋め立てている関東東北各地の埋立地では、通常時の放流水から放射性セシ

ウムが検出されています（例 那須塩原市最終処分場 平成２３年１０月の処理水 放射性セシウム 400Bq/Kg）。。。。セシウムをゼオライトに吸着させても完全に取

り除くことはできず今度はそのゼオライトが放射性の廃棄物になってしまいます。埋立地埋立地埋立地埋立地はははは結果的結果的結果的結果的にににに放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質のののの「「「「総量総量総量総量」」」」がががが集集集集まるまるまるまる場所場所場所場所になります。個々個々個々個々のののの瓦礫瓦礫瓦礫瓦礫

のののの放射性物質放射性物質放射性物質放射性物質のののの濃度濃度濃度濃度がががが低低低低くてもくてもくてもくても瓦礫瓦礫瓦礫瓦礫のののの量量量量がががが膨大膨大膨大膨大なのでなのでなのでなので「「「「総量総量総量総量」」」」はははは莫大莫大莫大莫大なななな量量量量になります。（岩手と宮城両県の瓦礫量は合計で約２６００万トン、付着している放放放放

射性射性射性射性セシウムのセシウムのセシウムのセシウムの総量総量総量総量はははは概算概算概算概算でででで数兆数兆数兆数兆ベクレルベクレルベクレルベクレル）。放射性物質は半永久的に消滅することはなく、汚染灰汚染灰汚染灰汚染灰をををを埋埋埋埋めめめめ立立立立てたてたてたてた場所場所場所場所ではではではでは、、、、数百年単位数百年単位数百年単位数百年単位のののの長長長長期期期期にににに渡渡渡渡りりりり環環環環

境汚染境汚染境汚染境汚染がががが続続続続きますきますきますきます。埋立地の遮蔽工が壊れ有害物質が漏れ出す事故も頻繁に起こっています。東北や関東は程度の差はあれ、ほぼ全域で焼却灰から高

濃度の放射性物質が検出されています。そのため、埋立地の周辺住民による汚染焼却灰の搬入反対運動や、汚染を理由にした業者の引き取り拒否等によ

り、搬出搬出搬出搬出できないできないできないできない汚染灰汚染灰汚染灰汚染灰をををを大量大量大量大量にににに抱抱抱抱ええええ込込込込んでいるんでいるんでいるんでいる自治体自治体自治体自治体もももも多多多多くありますくありますくありますくあります。全国で瓦礫の処理をするときに、果たして、焼却場周辺住民焼却場周辺住民焼却場周辺住民焼却場周辺住民のののの合意合意合意合意ももももなくなくなくなく汚染瓦礫汚染瓦礫汚染瓦礫汚染瓦礫をををを

焼却焼却焼却焼却したりしたりしたりしたり、、、、埋立地埋立地埋立地埋立地のののの周辺住民周辺住民周辺住民周辺住民のののの合意合意合意合意もなくもなくもなくもなく汚染焼却灰汚染焼却灰汚染焼却灰汚染焼却灰をををを埋埋埋埋めめめめ立立立立ててよいものなのでしょうかててよいものなのでしょうかててよいものなのでしょうかててよいものなのでしょうか？？？？本当本当本当本当のののの支援支援支援支援とはとはとはとは、、、、幸幸幸幸いにもいにもいにもいにも汚染汚染汚染汚染をををを免免免免れたれたれたれた地域地域地域地域をををを守守守守りりりり、「、「、「、「安全安全安全安全なななな

生産物生産物生産物生産物をををを被災地被災地被災地被災地にににに送送送送りとどけることりとどけることりとどけることりとどけること」」」」ではではではではないのでしょうかないのでしょうかないのでしょうかないのでしょうか？？？？今一度広域処理の問題を認識しなおし、本当の支援とは何かを考えなければなりません。。。。                
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